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今回の講師の野口先生

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
第
一
回
目
の

テ
ー
マ
は
「
化
学
の
力
で
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
を
探
そ
う
！
」
だ
。
こ

の
テ
ー
マ
は
昨
年
の
一
回
目
と
同
じ

タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
年

は
２
種
類
の
医
薬
品
を
題
材
に
用
い

た
が
、
今
年
は
３
種
類
で
あ
る
。
テ

キ
ス
ト
も
一
新
し
、
実
習
が
始
ま
っ

た
。

有
機
化
合
物
の
性
質
は
官
能
基
（
官

能
基
）
で
決
ま
る
。
こ
の
実
習
で
必

要
な
知
識
と
し
て
５
つ
の
官
能
基
の

構
成
・
名
前
・
性
質
を
一
覧
に
ま
と

め
た
。
フ
ェ
ノ
ー
ル
性
水
酸
基
、

エ
ー
テ
ル
結
合…

…

初
め
て
見
る
構

造
と
名
称
を
一
致
さ
せ
る
作
業
だ
。

つ
ぎ
に
、
官
能
基
の
知
識
を
使
え
る

情
報
へ
と
変
換
す
る
た
め
、
医
薬
品

の
構
造
式
に
官
能
基
名
を
書
い
て
も

ら
っ
た
。
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
は

ア
ミ
ド
結
合
と
フ
ェ
ノ
ー
ル
性
水
酸

基
を
有
す
る
芳
香
族
化
合
物
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
水
に
溶
け
に
く
く
、
脂

溶
性
が
高
く
、
塩
化
鉄
の
呈
色
反
応

を
受
け
る
だ
ろ
う
こ
と
が
予
測
で
き

る
。
次
は
実
践
だ
。

医
薬
品
の
主
成
分
で
あ
る
、
ア
セ
ト

ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
、
ア
セ
チ
ル
サ
リ
チ

ル
酸
、
エ
テ
ン
ザ
ミ
ド
の
単
品
を
試

験
管
に
取
り
分
け
る
。
そ
こ
に
水
、

メ
タ
ノ
ー
ル
、
炭
酸
水
素
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
溶
基
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
る
。

化
合
物
に
存
在
す
る
官
能
基
を
総
合

的
に
と
ら
え
予
測
し
た
結
果
と
、
実

際
の
結
果
を
比
較
す
る
。
「
試
験
管

を
振
る
と
き
は
掌
に
叩
き
つ
け
る
よ

う
に
」
生
徒
た
ち
は
理
系
出
身
者
の

試
験
管
の
振
り
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
。

溶解性の確認「溶けた？溶けない？」（↑） 医薬品にひそむ官能基探し

加水分解にて発生したアンモニアを濡れたｐH試験紙で確認する学生たち

官能基探し「カルボキシ基・・・」（↑）

実験手順の確認「次は何かな？」（↑）
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有機化合物は有機溶媒（酢酸エチルなど）によく溶ける。

しかし、塩を形成すると水溶性が増し、有機溶媒に溶けにく

くなる。この原理を用い今回用いた３つ

の物質を分離する手法を考案して欲しい。

解答例） 模範解答）

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
医
薬
品
の
同
定

は
時
間
切
れ
だ
。
こ
の
実
験
は
第
二

回
目
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

第
１
回
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
示

す
。
実
験
時
間
は
お
お
む
ね
ち
ょ
う

ど
よ
く
、
短
く
感
じ
た
生
徒
も
い
た

よ
う
だ
。
実
験
内
容
は
若
干
難
し
く

感
じ
た
よ
う
だ
が
、
初
め
て
学
ぶ
有

機
化
学
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
妥

当
で
あ
ろ
う
。
総
合
満
足
度
は
９

９
％
と
高
か
っ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
初
め
て
学
ぶ
有

機
化
学
の
導
入
と
し
て
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「

紫

色

に

な

り

ま

し

た

」

「

な

ぜ
？
」
「
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
に

は
フ
ェ
ノ
ー
ル
性
水
酸
基
が
あ
る
か

ら
で
す
」
こ
の
実
験
結
果
が
得
ら
れ

た
時
の
、
講
師
と
生
徒
の
や
り
取
り

だ
。
塩
化
鉄
（F
eC
l3

）
呈
色
反
応
は

非
常
に
鋭
敏
で
あ
る
。
少
量
の
フ
ェ

ノ
ー
ル
性
水
酸
基
の
存
在
で
呈
色
反

応
を
示
す
。
今
回
用
い
た
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
は
耳
か
き
一
杯
程
度
で

あ
る
。
そ
れ
を
水
に
入
れ
る
。
ア
セ

ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
は
水
に
溶
け
に
く

い
の
で
、
ほ
ぼ
溶
解
せ
ず
残
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
１
滴
の
塩
化
鉄
水
溶
液

を
加
え
る
だ
け
で
紫
に
呈
色
す
る
。

呈色反応の有無を確認（呈色した溶液はどれかな？）

「

緑

色

に

な

り

ま

し

た

」

「

な

ぜ
？
」
「
エ
テ
ン
ザ
ミ
ド
が
加
水
分

解
す
る
と
ア
ン
モ
ニ
ア
が
発
生
す
る

か
ら
で
す
」
こ
の
実
験
結
果
が
得
ら

れ
た
時
の
、
講
師
と
生
徒
の
や
り
取

り
だ
。
こ
の
反
応
は
有
機
化
学
の
後

半
に
な
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い
。
そ

し
て
、
多
く
の
生
徒
が
苦
手
（
野
口

調
べ
）
と
す
る
分
野
だ
。
今
回
は
大

学
院
生
の
佐
藤
君
が
モ
デ
ル
を
用
い

て
説
明
し
た
。
そ
れ
が
功
を
奏
し
た

の
か
、
前
文
の
や
り
取
り
に
つ
な

が
っ
た
。

加水分解モデルを利用し反応を説明する大学院生の佐藤君

アンモニアの検出

第
三
回
目
は
「
み
え
な
い
ク
ス
リ
が
見

え
る
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析
」
だ
。
呈
色
反
応
は

万
能
で
は
な
い
。
で
も
、
Ｔ
Ｌ
Ｃ
分
析

な
ら
混
合
物
の
各
成
分
の
存
在
確
認
も

同
定
も
可
能
だ
。
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
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アンケート結果

反応溶液をアルミ箔で包

み中央に穴をあける。穴

から噴き出る気体を濡れ

たｐH試験紙で捕らえる。


